
【令和５年度 第１回 男女共同参画懇話会議事要旨】 

 

日 時 令和５年１２月１１日（月） １４時００分から１６時００分 

場 所 豊明市役所 新館 １階 会議室６ 

出席者 （委 員）青木、久留島、斎藤、佐藤、蜂谷、三輪、内田、松本 

（事務局）松本課長、川端係長、土谷 

傍聴者 ０名 

 

（１） 会長及び副会長の選出について 

➢資料をもとに事務局より説明 

【資料1】豊明市男女共同参画懇話会運営規則 

〇会長は豊明市男女共同参画懇話会運営規則第５条第２項の規定に基づき委員の互選で決

定をする。斎藤委員が推薦され、他委員の異議なしであったため、斎藤委員が会長に決

定した。 

〇副会長は豊明市男女共同参画懇話会運営規則第５条第４項の規定に基づき会長の指名に

より決定する。斎藤会長より三輪委員が指名され、三輪委員が副会長に決定した。 

 （以降、会長が議事を進める。） 

（２）第３次とよあけ男女共同参画プランに係る進捗状況について 

➢資料をもとに事務局より説明 

【資料２－１】「「第３次とよあけ男女共同参画プラン」数値目標及び重点目標の現状」 

【資料２―２】「第３次とよあけ男女共同参画プランに係る進捗状況について」 

・数値目標及び重点目標について全ての課で設定があるのか。 

→これらの指標は第３次とよあけ男女共同参画プランから特にモニタリングすべきものを

ピックアップしている。 

・数値目標及び重点目標の現状の進捗状況についてはどのように確認すればよいか。 

→資料２－１裏面にグラフを載せたため、グラフで確認をしてほしい。 

・資料２－１、基本目標１について、コロナ等の影響もあり数値が正確なものかは不明で

あり今後の対応について考える必要があると考えられる。 

 基本目標２の女性登用について、民間業者等ではまだまだこれからというように感じ

る。区長や町内会長の登用も増えてくると良い。 

 基本目標３はいかに民間業者と協力し啓発していくかが重要であると考えられる。 

 基本目標４について成果は出ていると思われる。育児休暇を取得することで給料が減る

というところをどのように考えるかが重要である。育児休暇を取得することが当たり前

になると良い。 

→基本目標１については数値に出てきていないものもあると思われる。基本目標３につい

て市だけでの努力では変えることができないものもあり、KPI の置き方も検討する必要が

あると思われる。次期プラン策定の際には周りの環境に引っ張られないような設定を慎

重に検討していく必要がある。 

・資料２－２について、民生児童委員への研修は終了してしまったのかあるいは別の研修



に変わり継続をしているのかが知りたい。 

→予算等の都合で終了してしまったのか代替で何かしているかを担当部署に確認する。 

・業務について「完了」となっているもののその後が知りたい。特に外国人は「やさしい

日本語」での支援が求められている。 

→外国人向けの資料を作成したため完了となっていると認識している。 

 共生社会課では多文化共生の業務も担っており、「やさしい日本語」について考慮するよ

う努力している。 

・ブラジル人は横ばいで、ベトナム人が多くなっている印象があり、多種多様な状況がよ

く見られる。学校現場でも多種多様な状況が増加したと感じており、通訳の採用で環境

を整え、啓発品を作っていく必要性を感じる。 

（３） 令和４年度男女共同参画事業実績及び令和５年度の取り組み、来年度の取組 

➢資料をもとに事務局より説明 

【資料３】「令和４年度男女共同参画事業実績及び令和５年度の取り組み実績及び予定」 

【資料４】「来年度の取り組み（案）」 

・フォトコンテストについていつから始まり、それぞれ何件の応募があるか。 

→令和２年度から行っており、令和２年度は５件、令和３年度は１０件、令和４年度は２

３件、令和５年度は２９件と少しずつ増えてきている。 

・一般投票は開催年度毎に増えているか。 

→一般投票を開始したのは令和４年度からである。令和４年度は２１件、令和５年度は３

３件である。令和５年度の一般投票は豊明秋まつりの日にちに重なっており、より多く

の人の目に留まったのではないかと考えている。 

・一般投票について投票してくれた人に特典が何かあると良い。 

→検討をする。 

・４月の豊明高校で実施された講座に参加をしたが、弁護士の立場からの性の教授を受け 

 る機会は自分たちの時はなかったため、とても参考になった。 

・カラットを上手に活用し、講座や活動を増やしていけると良い。また包括連携協定も活  

 用し、ブースを設けることができると良い。 

→市民発でカラット交換市を毎月実施している。また若い女性を中心に主催者としてマル

シェを実施している。市として支援する内容も変わってきており、活動ができる環境作

りの整備を進めていく。 

・多世代が参加できるような場はあると良い。 

・共生社会課と共催をしている講座は女性も男性も参加している講座である。講座だけ見

ると女性中心に見えるが男性も参加しており、中には継続して参加をしている男性もい

る。仕事を休み参加をするなど積極的な姿勢も見られる。 

（４）豊明市男女共同参画フォトコンテスト審査 

➢資料をもとに審査会を実施 

【資料５－１】男女共同参画フォトコンテスト審査【資料５－２】審査要領 

【資料５－３】写真一覧  【別紙１】審査表 

【参考資料１～３】募集チラシ、一般投票用紙、投票所写真 

１．審査要領の確認 

２．審査表により、各委員により評価（評価項目「テーマ性」「主題性」「独創性・表現

性」）各委員による評価点数を集計し、点数の高い順に順位付け 



３．最優秀賞 １点、優秀賞 ２点、佳作 ３点が決定 

（５）豊明市男女共同参画フォトコンテスト2024について 

➢資料をもとに事務局より説明 

【資料６―１】男女共同参画フォトコンテスト２０２４（R６）について（案１）、（案２） 

【資料６－２】募集要項 

・更なる男女共同参画の認知を広げるため、活動を続ける方がよい。（案１）のとおり男女 

共同参画というサブタイトルに絞らない方が良いと思われる。 

→（案１）のとおり進める。 

・いい写真が多いが、拡大をすると画質が荒くなってしまう。 

→募集の際に注意事項として一筆入れるなどする。（掲示の際は A３まで広げるため、写真

の元データの縦横の長さが小さいと拡大したときに荒くなってしまう。） 

その他 

➢資料をもとに事務局より説明 

〇子ども向けリーフレット「自分らしさって何だろう？」の作成報告・配布先説明 

〇人財育成セミナーについて 

〇愛知県内自治体間連携について 

 【資料７－１】豊明市パートナーシップの宣誓に関する要綱 

 【資料７－２】パートナーシップ、ファミリーシップについての情報 

 【資料７－３】自治体間連携の考え方 

〇次期プランについて 

→2025年は策定年度となる。 

次回懇話会 

令和６年度開催予定（日程は後日調整） 


